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学 位 論 文 内 容 の 要 旨  
宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所（JAXA/ISAS）は，2020年代の打上げを計画し










 本研究の独自性は，数値流体力学CFD（Computational Fluid Dynamics）と，進化的多





































 学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨  
 審査委員並びに公聴会出席者から，本論文に関して，数ある最適計算法の中から遺
伝的アルゴリズムを用いた理由，得られた翼型の構造的実現可能性，クラスタリング
結果から得られる低レイノルズ数翼型の設計指針，形状特性と流れ場の相関関係等に
ついて，種々の質問がなされたが，いずれについても申請者本人により適切な回答が
なされた．  
 以上により，論文調査及び最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審
査した結果，本論文が，博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した． 
 
